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平成30年6月15日閣議決定

内閣府 未来投資会議 ホームページより

未来投資戦略2018 概要未来投資戦略2018 概要



Society 5.0（超スマート社会）とは

サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

“Society 5.0”
超スマート社会

Society 1.0
狩猟社会

Society 2.0
農耕社会

Society 3.0
工業社会

Society 4.0
情報社会（現在）

[内閣府作成] 3
昨年我が国が世界に先駆けて提唱（第5期科学技術基本計画）



Society 5.0（超スマート社会)を導く技術的背景

・通信技術（インターネット)
・蓄積技術（ビッグデーター)
・処理技術（人工知能、

コンピューター)

様々な最新の科学技術とサイバー空間技術との結合は、工業・生産、健
康・医療、農業・食品、交通・移動、インフラ・防災、観光・サービス、
金融、等々、ありとあらゆる分野で大変革をもたらす可能性が大きい

・ロボット技術
・ナノテクノロジー
・バイオテクノロジー
・光・量子技術
・脳科学 etc.,

実空間技術の発展

情報関連技術の飛躍的発展
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サイバー空間とフィジカル空間の高度な融合

フィジカル（現実）空間からセンサーとIoTを通じてあらゆる情報が集積（ビッグデータ）
人工知能（AI）がビックデータを解析し、高付加価値を現実空間にフィードバック

ビッグデータ

サイバー空間

＝センサー

自動運転ロボット 自動配送

I

環境情報、機器の作動情報、
人の情報などを収集

高付加価値な情報、提案、機器への指示など

フィジカル空間

②膨大なデータが
集積

①張り巡らされた
センサーから

あらゆるデータを
自動収集

④ロボットや車等より
現実空間に

フィードバック

人工知能

③人間の能力を超えた
AIがビッグデータを

解析
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新たな価値の事例（ものづくり）

•ニーズに対応した設備投資
•在庫過多
•人材の確保
•経費削減
•被災時等の対応

競争力強化・災害対応

課 題
需 要

在庫情報

配送情報

解 析

需要予測 商品提案産 業 の バ リ ュ ー チ ェ ー ン 強 化

AIやロボット活用、工場間連携による
・生産の効率化、省人化
・熟練技術の継承(匠の技のモデル化)
・多品種少量生産

ニーズに対応したフ
レキシブルな
生産計画・在庫管理

異業種協調配送、
トラック隊列走行
による効率化

サプライヤー 工 場 物 流 顧 客

特注品が安価で
入手
納期遅れなし

人手不足解消・多様なニーズ対応 GHG排出削減・人手不足解消 顧客満足度向上[内閣府作成] 6

人工知能

ビッグデータ



「必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供し、社会の
様々なニーズにきめ細かに対応でき、あらゆる人が質の高いサービスを受けられ、
年齢、性別、地域、言語といった様々な違いを乗り越え、活き活きと快適に暮らす
ことのできる社会」であり、人々に豊かさをもたらすことが期待される

内閣府作成資料より抜粋
第5期科学技術基本計画

Society 5.0（超スマート社会）

7



平成29年6月9日閣議決定

内閣府 未来投資会議 ホームページより

① ものづくりの現場がある
② データ取得に必要なセンサー・

デバイスの強み
③ ロボットなどものづくりの強み

（i） モノづくりの強さ
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平成30年6月15日閣議決定

内閣府 未来投資会議 ホームページより

未来投資戦略2018 概要未来投資戦略2018 概要
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平成30年6月15日閣議決定

内閣府 未来投資会議 ホームページより

未来投資戦略2018



富山県ものづくり産業未来戦略 ～ものづくり産業の目指す姿～
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【分野横断的技術の開発】 ＜産学官連携＞

ライフサイエンス
高機能素材（アルミ、マグネシウム等)
デジタルものづくり
ナノテク（CNF等）
デザイン

住
宅
・
ビ
ル

資
材
等

技
術

IoT、ビッグデータ、AI、ロボットなどを活かし、新たな技術・産業の創造

様々な成長産業に多面的に展開

☆ドイツ:｢インダストリー4.0｣
(スマート工場の取組み推進)

☆米 国:｢インダストリアル･インターネット｣
(GEが航空機の運航コスト削減)

デザインを活用した新製品開発

インダストリー4.0の進展を見据えた対応

インダストリー4.0

・県内企業

・富山大学
・県立大学

等

・薬事研究所
・ものづくり研究
開発センター
・デザインセンター

CNF等の高機能材料

自動走行車・ドローンなど

（2014年策定）
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